
Apri l  2016
No. 1059

4

P2
P3-7
P12-13
P24

市長施政方針
当初予算概要
まちのできごと
あいおいえんじぇるず

将来住みたくなるまちへ
～笑顔あふれるまちAIOI～



施
政

　
方
針

地
域
創
生
総
合
戦
略
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

～
命
運
を
握
る
４
年
間
！
将
来
を
見
据
え
た
施
策
を
推
進
～

将
来
に
引
き
継
げ
る

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を

　
現
在
、
全
国
の
自
治
体
で

は
、
地
域
創
生
総
合
戦
略
を
策

定
し
、
地
方
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
に
向
け
、
各
種
施

策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

相
生
市
に
お
い
て
も
、
ま
ち
の

活
力
を
も
っ
と
上
昇
さ
せ
る
た

め
、
教
育
・
子
育
て
、
定
住
促

進
の
各
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
見

え
て
き
た
こ
と
を
次
に
必
要
と

す
る
施
策
と
し
て
戦
略
に
取
り

入
れ
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と

前
進
さ
せ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
地
域
創
生

と
行
財
政
健
全
化
と
い
う
、
ア

ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
細
か
い

調
整
が
必
要
な
年
と
な
り
ま
す

が
、「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
の
攻

め
の
姿
勢
を
持
ち
続
け
、
市
民

を
は
じ
め
各
関
係
団
体
と
一
丸

と
な
り
、
将
来
に
引
き
継
ぐ
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
状
況

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
相
生
市

の
未
来
が
元
気
で
、
明
る
い
も

の
と
な
る
よ
う
、
常
に
一
歩
先

を
見
据
え
た
市
政
運
営
に
全
力

を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

「あいさつは　みんなにとどく　プレゼント」 22016. 4広報



平成28年度施政方針・予算概要

○子育て応援都市のまち、相生『11の鍵』を継続的に実施
○幼児期から英語教育をより一層充実
○文化会館から文化・芸術を発信し、賑わいづくりを創出
○ペーロン伝来100周年へ向け、新ペーロン海館を建設

一般会計予算額 （対前年度比
　26 億 8,000 万円減）

130 億 2,000 万円

会　計　名 予　算　額 前年度比

一　般　会　計 130億2,000万円 △17.1％

特 

別 

会 

計

国民健康保険 47億7,000万円 1.6％

公共下水道事業 28億8,490万円 4.1％

看護専門学校 1億160万円 △0.8％

農業集落
　　排水事業 4億5,400万円 △6.4％

介　護　保　険 27億8,500万円 0.8％

後期高齢者
　　　医療保険 4億7,550万円 2.5％

小　　計 114億7,100万円 1.7％

病院事業会計 7億3,650万円 △6.0％

合　　計 252億2,750万円 △9.1％

会計別予算総括表

予
算

　
概
要

問財政課財政係 　　
☎㉓7127

定
住
支
援
を
継
続
し
、

　
　
　
地
域
創
生
を
加
速

　
相
生
市
の
平
成
28
年
度
当
初

予
算
は
、
子
育
て
、
教
育
な
ど

の
定
住
施
策
を
継
続
し
な
が
ら

地
域
創
生
総
合
戦
略
「
相
生
市

も
っ
と
活
力
上
昇
計
画
」
の
積

極
的
な
推
進
と
第
３
期
相
生
市

行
財
政
健
全
化
計
画
に
よ
る
安

定
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組

む
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
総
額
は
、

１
３
０
億
２
，０
０
０
万
円

（
対
前
年
度
比
17
・
１
％
の
減
）

で
、
相
生
市
文
化
会
館
の
竣
工

や
学
校
施
設
の
耐
震
化
工
事
完

了
に
伴
い
大
幅
な
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
相
生
市
の
財
政
状
況
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
教
育
施
策
で
は
、

給
食
無
料
化
や
保
育
料
の
軽
減

を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図

る
た
め
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
事
業

と
し
て
新
た
に
幼
稚
園
に
２
人

の
外
国
人
指
導
講
師
を
派
遣
し

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
施

策
で
は
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
な
ど
を
継
続
し
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
維

持
し
ま
す
。
ま
た
、
安
全
・
安

心
施
策
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
を

実
施
し
、
新
た
に
防
犯
カ
メ

ラ
・
防
犯
灯
設
置
助
成
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
文
化
会
館
と
連
動

し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
、
新
た
な
ペ
ー
ロ
ン
海

館
の
本
体
工
事
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
市
内
で
創
業
し
よ
う

と
す
る
人
を
支
援
す
る
「
創
業

支
援
事
業
」
や
市
へ
の
移
住
希

望
者
に
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
を

行
う
「
相
生
市
定
住
・
移
住
相

談
事
業
」
と
い
っ
た
相
生
の
元

気
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

3 2016. 4広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！



　
主
な
歳
出
は
、
民
生
費
で
、

保
育
所
へ
の
給
付
費
や
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

な
ど
の
増
額
に
よ
り
対
前
年
度

比
５
，５
２
９
万
３
千
円
の
増
、

土
木
費
で
、
遠
見
山
ト
ン
ネ
ル

の
修
繕
工
事
や
中
央
公
園
園
内

灯
の
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
対

前
年
度
比
５
，３
１
０
万
７
千

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
総
務
費
で
は
、
退
職
予
定

者
数
の
減
に
よ
る
人
件

費
の
減
額
や
市
民
会
館

運
営
費
が
減
額
と
な
る

一
方
、
庁
舎
２
号
館
耐

震
補
強
工
事
な
ど
に

よ
り
対
前
年
度
比
７
，

８
４
０
万
８
千
円
の
増

と
な
り
、教
育
費
で
は
、

文
化
会
館
建
設
や
小
学

校
耐
震
補
強
工
事

の
減
に
よ
り
対
前

年
度
比
25
億
８
，

７
８
９
万
円
の
大

幅
な
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
の
柱
で
あ
る
市
税
は
、

法
人
市
民
税
に
お
い
て
主
要

法
人
の
業
績
不
振
等
の
影
響

に
よ
り
、
対
前
年
度
比
４
，

４
７
０
万
円
の
減
収
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
市
債
で
は
、
庁
舎

耐
震
化
工
事
や
防
災
行
政
無

線
整
備
な
ど
に
よ
り
11
億
８
，

０
２
０
万
円
の
発
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
文
化
会
館
建

設
や
小
学
校
耐
震
化
工
事
の

減
に
よ
り
対
前

年
度
比
16
億
９
，

６
３
０
万
円
の
大

幅
な
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま

た
、
繰
入
金
に
お

い
て
財
政
調
整
基

金
か
ら
７
億
７
，

０
０
０
万
円
を
取

り
崩
す
こ
と
で
財

源
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入

用語解説

一
般
会
計
歳
出

用語解説
●民　生　費 福祉など安定した社会生活を保障するた

めに必要な経費
●土　木　費 道路、河川、公園などの建設や維持に要

する経費
●公　債　費 借入金の返済に要する経費
●総　務　費 市の各種計画の策定や推進、内部管理な

どの経費

●教　育　費 教育関係に要する経費

●衛　生　費 衛生的な生活環境を保持するための経費
●消　防　費 災害防除または災害が生じた場合の被害

を軽減するための経費
●農林水産業費 農林漁業の振興を図るための支援や生産

基盤設備などの経費

市税（31.8%）

41億3,410万円

地方交付税（24.2%）

31億5,000万円

その他交付金（5.1%）
6億7,300万円

県支出金（5.9%）
7億7,468万円

繰入金（7.4%）
9億5,997万円

市債（9.1%）
11億8,020万円

国庫支出金（11.4%）
14億8,396万円

民生費（31.9%）

41億5,383万円

土木費（13.6%）

17億6,974万円

公債費（12.2%）
15億8,788万円

総務費（11.9%）
15億5,428万円

教育費（9.7%）
12億6,045万円

衛生費（7.9%）
10億3,250万円

その他（4.0%）
5億2,149万円

使用料及び手数料（2.0%）
2億5,336万円

その他（3.1%）
4億1,073万円

消防費（5.8%）
7億5,134万円

農林水産業費（3.0%）
3億8,849万円

●市　　　税 市民税、固定資産税、軽自動車税など
●地方交付税 全国一律に一定水準の行政サービスが

受けられるよう、国から配分される税
●国・県支出金 国や県が使い道を指定して交付する

お金
●市　　　債 大きな事業を実施する場合などに、必

要な財源を調達するために借り入れる
借金

●繰　入　金 収入不足を補うために基金から取り崩
すお金

●使用料及び
　　　手数料

施設の利用や証明書などの発行の際に
徴収するお金

「おはようって　言えたら今日から　おともだち」 42016. 4広報



②
英
語
教
育

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置
事
業

新  

55
万
円

　
英
語
教
育
専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
幼
児
期
か
ら
中

学
校
卒
業
ま
で
の
体
系
的
な
英

語
教
育
に
よ
り
、
生
き
た
英
語

を
習
得
す
る
環
境
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

①
ふ
れ
あ
い
英
語
活
動
事
業

新  

６
９
０
万
円

　
公
立
幼
稚
園
に
専
属
の
外
国

人
指
導
講
師
を
配
置
し
、
独
自

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
材
を
活
用

し
た
指
導
を
行
っ
た
り
、
登
園

か
ら
降
園
ま
で
を
園
児
と
と
も

に
活
動
し
、
日
常
会
話
の
中
で

英
語
脳
を
鍛
え
、
小
学
校
で
の

英
語
教
育
へ
ス
ム
ー
ズ
な
接
続

を
図
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
全
て
の
事
業
の
中

か
ら
、
定
住
・
人
口
減
対
策
な

ど
に
関
す
る
特
徴
的
な
事
業
を

「
特
色
あ
る
事
業
」
と
し
て
、

33
事
業
選
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

※
新
は
新
規
事
業
、
継
は
継

続
事
業
、
新 

継
の
下
記
金
額

は
予
算
額

貯
金
と
借
金

10

15

20

25

30

（億円）

27億
8600万円

28億
433万円

26億
3629万円

24億
1440万円

17億
1488万円

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

24～26年度は決算額、27年度は決算見込額、28年度は当初予算額

（億円）

160

150

140

130

120

136億
4567万円

138億
8976万円

140億
5704万円

156億
9435万円

154億
4936万円

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

24～26年度は決算額、27年度は決算見込額、28年度は当初予算額

主
な
特
色

　
　
あ
る
事
業

1

外国人指導講師による授業
（体の部分を指しながら英語で発音）

平成28年度施政方針・予算概要

　

財
政
調
整
基
金
残
高
の
推
移

　
財
政
調
整
基
金
は
、
一
般
家

庭
の
家
計
に
例
え
る
と
、
貯
金

に
あ
た
り
ま
す
。
近
年
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
今
年
度
も
建

設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費

に
充
当
す
る
た
め
、
７
億
７
，

０
０
０
万
円
の
取
り
崩
し
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
債
残
高
の
推
移

　
市
債
は
、
一
般
家
庭
に
例

え
る
と
、
借
金
に
あ
た
り
ま

す
。
前
年
度
は
文
化
会
館
の

建
設
な
ど
に
伴
い
、
多
額
の

借
入
れ
を
行
っ
た
た
め
、
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
返
済
額
が
新
規
借
入

額
を
上
回
る
た
め
、
前
年
度

か
ら
約
２
億
５
千
万
円
減
少

す
る
見
込
み
で
す
。

教
育
・
子
育
て

5 2016. 4広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！



ペーロン海館の建設予定地（水産物市場の北側）

2

3

駅前に設置された防犯カメラ

③
小
・
中
学
校

　
　
　

学
習
環
境
充
実
事
業

新  

６
５
２
万
３
千
円

　
小
・
中
学
校
の
学
習
環
境
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
の
学
習
机
と
椅
子
を
計
画

的
に
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
小
学
６
年
生
用

と
中
学
３
年
生
用
を
更
新
し
ま

す
。

②
防
犯
設
備
設
置
補
助
事
業

新  

１
０
０
万
円

　
防
犯
の
意
識
啓
発
と
治
安
向

上
を
図
る
た
め
、
自
治
会
に
対

し
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
灯
の

設
置
補
助
を
行
い
ま
す
。
防
犯

カ
メ
ラ
の
補
助
は
、
１
カ
所
に

つ
き
上
限
８
万
円
、
防
犯
灯
は

上
限
５
万
円
と
し
ま
す
。

①
相
生
市
定
住
・

　
　
　
　
　

移
住
相
談
事
業

新  

１
０
１
万
４
千
円

　
市
へ
の
定
住
を
促
進
さ
せ
る

た
め
、
ふ
る
さ
と
交
流
館
な
ど

を
活
用
し
、
相
生
で
の
暮
ら
し

体
験
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
京
阪
神
な
ど
へ
の
出

張
相
談
会
へ
出
席
し
、
田
舎
暮

ら
し
希
望
者
や
二
地
域
居
住
希

望
者
な
ど
に
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

③
ペ
ー
ロ
ン
海
館
建
設
事
業

継  

２
億
５
０
０
万
円

　
相
生
湾
の
活
性
化
お
よ
び
伝

統
文
化
で
あ
る
相
生
ペ
ー
ロ
ン

の
普
及
・
振
興
の
拠
点
、
交
流

の
場
づ
く
り
と
し
て
新
た
に

ペ
ー
ロ
ン
艇
庫
を
整
備
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
乗
艇
場
の
整

備
な
ど
を
し
て
お
り
、
今
年
度

は
艇
庫
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

①
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

継  

２
億
９
０
７
万
８
千
円

　
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
全

市
民
に
迅
速
か
つ
確
実
に
一
斉

広
報
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無

線
を
整
備
し
ま
す
。
平
成
27
年

度
か
ら
２
カ
年
で
実
施
し
て
お

り
、
今
年
度
は
、
屋
外
拡
声
子

局
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
を
市

内
全
域
90
カ
所
に
設
置
し
ま

す
。

安
全
・
安
心

相
生
の
元
気

②
空
き
家
等
助
成
事
業

新  

１
５
０
万
円

　
定
住
促
進
と
地
域
活
性
化
の

た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
た
空
き
家
を
利
用
す
る
Ｕ

タ
ー
ン
ま
た
は
Ｉ
タ
ー
ン
者
に

対
し
、
そ
の
空
き
家
改
修
工
事

費
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま

す
。（
上
限
50
万
円
）

「『おはよう』で　笑顔の一日　スタートだ」 62016. 4広報



平成28年度施政方針・予算概要

④
シ
テ
ィ

　
　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

新  

１
，２
０
０
万
円

　
子
育
て
施
策
を
は
じ
め
と
し

た
市
の
情
報
を
様
々
な
団
体
と

連
携
し
、
広
域
的
に
発
信
す
る

た
め
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画

や
広
告
な
ど
を
作
成
し
、
テ
レ

ビ
や
Ｃ
Ｍ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
の
媒
体
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
す
。
※
平
成
27
年

度
か
ら
の
繰
越
事
業

⑥
相
生
市
観
・
交
・
商

　

連
携
型
地
域
活
性
化
事
業

新  

１
，２
０
０
万
円

　
観
光
、
交
通
、
商
業
の
相
互

連
携
に
よ
る
新
た
な
需
要
の
創

出
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
、
基
礎
調
査
と
事
業
運
営

の
組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
交
通
拠
点
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
相
生
駅
前
を
中
心
に

人
の
交
流
と
情
報
の
提
供
を
目

的
と
し
た
施
設
の
設
置
を
検
討

し
ま
す
。
※
平
成
27
年
度
か
ら

の
繰
越
事
業

⑧
商
店
街
活
性
化
事
業

新  

15
万
円

　
商
店
街
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
商
店
主
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
や
商
工
会
議

所
、
商
店
連
合
会
と
協
議
し
、

今
後
の
商
業
活
性
化
に
係
る
施

策
を
検
討
し
ま
す
。

⑨
就
労
促
進
事
業

新  

53
万
５
千
円

　
新
卒
者
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者

の
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
市

内
企
業
の
求
人
情
報
を
整
理

し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け

入
れ
体
制
の
準
備
や
近
隣
大
学

へ
市
内
企
業
の
求
人
情
報
を
提

供
し
ま
す
。ま
た
、若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
よ
り

若
年
無
業
者
の
進
路
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

⑩
ふ
る
さ
と
応
援

　
　
　
　

大
使
活
用
事
業

新  

１
０
０
万
円

　
市
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
ふ
る
さ
と
応
援
大
使

に
委
嘱
し
て
い
る
「
ど
根
性
大

根
大
ち
ゃ
ん
」
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ

グ
ッ
ズ
作
成
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ

ラ
ン
プ
リ
参
戦
な
ど
の
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行

い
、情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

⑦
創
業
支
援
事
業

新  

１
０
０
万
円

　
商
工
会
議
所
や
金
融
機
関
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と
創
業
に
関

す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設

置
し
、創
業
塾
や
個
別
相
談
会
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
講
座

な
ど
を
実
施
し
、
市
内
で
創
業

す
る
も
の
を
支
援
し
ま
す
。

⑤
企
業
立
地
促
進
事
業

新  

60
万
円

　
三
大
都
市
圏
か
ら
の
企
業
進

出
を
図
る
た
め
、
市
に
進
出
し

た
企
業
に
対
し
、
固
定
資
産
税

の
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
が
市
内
の
特
定

の
建
物
を
借
り
て
事
業
を
行
う

場
合
、
そ
の
建
物
の
賃
料
補
助

を
行
い
ま
す
。

一六夜店で双葉中学校吹奏楽部が演奏（ほんまち商店街）
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City topics

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

保険料区分 割合 軽減基準

所得割額 5割軽減 所得割額算定所得（総所得金額等-33万
円）が58万円以下の人

均等割額

8.5割軽減 同一世帯内の被保険者及び世帯主の総
所得金額等の合計額が33万円以下の人

9割軽減 上記内で同一世帯の被保険者全員が年
金収入80万円以下の人

5割軽減 総所得金額等が33万円＋（26.5万円×
同一世帯被保険者数）の金額以下の人

2割軽減 総所得金額等が33万円＋（48万円×同
一世帯被保険者数）の金額以下の人

【平成28年度　軽減対象】

年間保険料額
（上限57万円）

＝＋

均等割額

48,297円

所得割額

（総所得金額等－33万円）
×

所得割率10.17％

【保険料計算方法】（平成28・29年度分）

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。ここでいう控除
額とは、公的年金等控除額、給与所得控除額、必要経費のことをいい、
所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません。

※均等割額の5割軽減において〈前年度26万円〉→〈今年度26.5万円〉に、2
割軽減において〈前年度47万円〉→〈今年度48万円〉に変更になりました。

相生っ子かがやき顕彰

★スポーツ賞銀賞　双葉中学校サッカー部

★スポーツ特別賞
　北

きたがわ

川雄
ゆういちろう

一朗さん（双葉中学校）

　スポーツ分野において顕著な成績を収め
表彰されました。おめでとうございます。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

■
平
成
28
年
度
の
保
険
料
率

　
均
等
割
額
４
８
，２
９
７
円
、
所

得
割
率
10
・
17
％
、
年
間
保
険
料
額

の
上
限
が
57
万
円
に
な
り
ま
す
。
保

険
料
は
、
一
人
ひ
と
り
が
等
し
く
負

担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割
額
」

の
合
計
と
な
り
ま
す
。（
左
図
参
照
）

■
軽
減
対
象
の
拡
大

　
平
成
28
年
度
か
ら
均
等
割
額
に
お

け
る
5
割
お
よ
び
2
割
の
軽
減
対
象

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。（
左
表
参
照
）

※
な
お
、
平
成
28
年
度
分
の
保
険
料

額
の
お
知
ら
せ
は
、
7
月
中
旬
に
発

送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

百寿の祝

　3月11日に吉
よ し だ

田喜
き み こ

美子さんが
百歳の誕生日を迎えられました。
おめでとうございます。

問
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係　

☎
㉓
７
１
３
３

相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭 

参
加
団
体
・
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

　
相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭
の
当
日
（
7
月

3
日
㈰
）
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
・
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
条
件
・
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
陸
上
パ
レ
ー
ド
参
加
団
体

▼
募
集
団
体
数
　
15
団
体
　

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
　

4
月
28
日
㈭
17
時
ま
で
に

地
域
振
興
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

■
ペ
ー
ロ
ン
競
漕
オ
ー
プ
ン
レ
ー
ス

参
加
チ
ー
ム

▼
募
集
チ
ー
ム
数
　
先
着
3
チ
ー
ム

▼
参
加
協
賛
金
　

5
万
円

▼
申
込
　

4
月
22
日
㈮
17
時
ま
で
に

地
域
振
興
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

「にこにこで　げん気にあいさつ　みんなでね」 82016. 4広報



City topics

文化会館建物

下水ポンプ場

商業
用地

こんなとき 手続き 届出先

20歳になったとき
（厚生年金や共済組合

に加入していない人）

第1号被保険者または第3号被
保険者に加入の手続き

第1号被保険者
→市民課国保年金係
第3号被保険者
→配偶者の勤務先

60歳 前 に 会 社 を 退 職
したとき

第1号被保険者への種別変更の
手続き（被扶養配偶者も同様） 市民課国保年金係

結婚や退職などで配偶
者の扶養になったとき

第3号被保険者への種別変更の
手続き 配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはず
れたとき

第3号被保険者から第1号被保
険者への種別変更の手続き 市民課国保年金係

配偶者が会社を変わっ
たとき

引き続き第3号被保険者となる
手続き 配偶者の新しい勤務先

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

国
民
年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
国
民
年
金
は
、老
後
は
も
ち
ろ
ん
、

病
気
や
け
が
で
障
害
が
生
じ
た
り
、

死
亡
し
た
と
き
な
ど
の
不
測
の
事
態

の
備
え
と
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き

に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
学
生
の
皆
さ
ん
に
は

　
「
学
生
納
付
特
例
」
が
あ
り
ま
す

▼
対
象
　
大
学（
大
学
院
）・
短
大
・

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る

学
生

▼
所
得
の
基
準
　
学
生
本
人
の
前
年

所
得
１
１
８
万
円
以
下
（
扶
養
親
族

な
ど
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
数
に
応

じ
て
加
算
）

▼
承
認
期
間
　

4
月
か
ら
翌
年
3
月

ま
で
の
学
生
で
あ
る
期
間

▼
申
請
方
法
　
年
金
手
帳
・
印
鑑
・

学
生
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書

類
（
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

を
持
参

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

入
院
時
食
事
療
養
費
の
負
担
額
が
一
部
上
が
り
ま
す

　
平
成
28
年
４
月
よ
り
、
住
民
税
課

税
世
帯
の
人
の
入
院
時
の
食
事
代
の

自
己
負
担
額
が
１
０
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
て
、３
６
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
の
自
己

負
担
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
財
政
課
管
財
係　

☎
㉓
７
１
１
６

文
化
会
館
の
商
業
用
地
土
地
活
用
業
者
を
募
集
し
ま
す

　
相
生
市
文
化
会
館
「
扶
桑
電
通
な

ぎ
さ
ホ
ー
ル
」
や
相
生
地
区
の
生
活

利
便
性
に
寄
与
す
る
商
業
施
設
用
地

と
し
て
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
土

地
活
用
事
業
を
行
う
事
業
者
を
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

■
貸
付
物
件

▼
所
在
地
　
相
生
市
相
生
6
丁
目
1

番
3

▼
面
積
　
１
，９
９
６
・
５
２
㎡

▼
地
目
　
更
地
（
未
舗
装
）

■
貸
付
期
間
　
30
年
（
更
新
あ
り
）

■
応
募
条
件
　
募
集
要
項
に
定
め
る

資
格
を
満
た
す
法
人
ま
た
は
個
人

※
募
集
要
項
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
ま
た
は
財
政
課
で
配
布
。

■
貸
付
料
　
２
０
１
，１
３
０
円
／
月

※
全
敷
地
貸
付
け
の
場
合
。

※
管
理
費
な
ど
土
地
活
用
に
係
る
一

切
の
経
費
は
事
業
者
の
負
担
。

■
募
集
期
間
　

4
月
11
日
㈪
～
22
日

㈮
　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
、
日
を
除
く
。

■
申
込
　
財
政
課
へ
持
参
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City topics

問
定
住
促
進
室　

☎
㉓
７
１
２
５

住
宅
助
成
の
交
付
事
業
を
継
続
し
ま
す

　
4
月
か
ら
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金

交
付
事
業
お
よ
び
定
住
者
住
宅
取
得

奨
励
金
交
付
事
業
の
内
容
が
一
部
変

更
と
な
り
ま
す
。

■
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金
交
付
事
業

▼
事
業
期
間
　
平
成
28
年
4
月
1
日

～
平
成
31
年
3
月
31
日

▼
対
象
　
期
間
中
に
市
内
の
賃
貸
住

宅
を
契
約
し
た
婚
姻
3
年
以
内
で
夫

婦
ど
ち
ら
か
が
40
歳
未
満
の
世
帯
に

総
額
36
万
円
を
交
付
し
ま
す
。（
月
額

1
万
円
を
、
毎
年
の
申
請
お
よ
び
請

求
に
よ
り
3
年
間
交
付
）

※
家
賃
負
担
額
が
補
助
金
の
額
に
満

た
な
い
場
合
は
、
家
賃
負
担
額

▼
注
意
事
項

◎
交
付
申
請
日
に
お
い
て
、
婚
姻
の

届
出
か
ら
3
年
以
内
の
世
帯
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

◎
新
た
に
入
居
す
る
賃
貸
住
宅
へ
住

民
票
を
移
し
て
か
ら
６
か
月
以
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
今
年
度
よ
り
定
住
促
進
住
宅
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

■
定
住
者
住
宅
取
得
奨
励
金
交
付
事
業

▼
事
業
期
間
　
平
成
28
年
4
月
1
日

～
平
成
31
年
3
月
31
日

▼
対
象
　
期
間
中
に
市
内
に
家
を
新

築
ま
た
は
購
入
し
た
40
歳
未
満
の
世

帯
に
は
50
万
円
、
市
外
か
ら
転
入
し

た
人
で
、
家
を
新
築
ま
た
は
購
入
し

た
世
帯
に
は
年
齢
に
関
係
な
く
30
万

円
、
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す
人
に

は
合
計
80
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

（
毎
年
の
申
請
お
よ
び
請
求
に
よ
り

5
年
に
わ
け
て
交
付
）

※
い
ず
れ
も
中
古
住
宅
は
2
分
の
1

の
支
給
に
な
り
ま
す
。

▼
注
意
事
項

◎
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
６
か
月

以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
各
制
度
に
は
適
用
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☆
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
、平

成
28
年
1
月
～
3
月
の
間
に
対
象
と

な
っ
て
い
る
人
で
、申
請
が
漏
れ
て

い
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
広
報
課
企
画
係　

☎
㉓
７
１
２
４

第
5
次
相
生
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
・

　
　

相
生
市
も
っ
と
活
力
上
昇
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
平
成
23
年
度
か
ら
10
年
間
の
「
第

5
次
相
生
市
総
合
計
画
」
に
よ
り
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
の

ニ
ー
ズ
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
で
は
人
口
減
少
が
続
い

て
い
る
と
と
も
に
、
年
齢
構
成
も
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
23
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
定
住
・
子
育
て
施
策
を
発
展
さ

せ
な
が
ら
、
市
の
特
性
を
活
か
し
た

新
た
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
方
向

性
を
定
め
た
地
方
版
総
合
戦
略
と
し

て「
相
生
市
も
っ
と
活
力
上
昇
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
2
つ
の
計
画
の
概
要
版
を
作

成
し
、
本
紙
に
折
り
込
み
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
、
市
政
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
企
画
広
報
課
企
画
係　

☎
㉓
７
１
２
４

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
返
礼
品
を
一
新
し
ま
し
た

　
4
月
か
ら
、
相
生
市
へ
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
人
へ

の
返
礼
品
を
一
新
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
と

市
内
事
業
者
の
活
性
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
へ
の
呼
び
か

け
が
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い
へ
の
ご
案

内
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
返
礼
品
に
つ
い
て
も
、
随

時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市

内
事
業
者
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

商
品
情
報
な
ど
の
ご
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

「あいさつは　朝一番の　プレゼント」 102016. 4広報
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登
録
い
た
だ
い
た
団
体
な
ど
に

は
、
地
域
で
の
日
常
的
な
見
守
り
や

気
に
な
る
人
を
見
か
け
た
際
の
声
か

け
や
関
係
機
関
な
ど
へ
の
連
絡
、
ま

た
、
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
際
に
可
能
な
範

囲
で
早
期
発
見
に
ご
協

力
い
た
だ
く
も
の
で

す
。（
捜
索
な
ど
活
動
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

■
登
録
方
法
　
届
出
書

を
健
康
介
護
課
長
寿
介

護
係
へ
提
出

金澤禎行 医師

※登録された企業・団
体へ協力機関ステッ
カーを配布します。

問
市
民
病
院　

☎
㉒
７
１
２
６

市
民
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
内
科
専
門
医
の
着
任

　
4
月
に
内
科
専
門
の
金か
な
ざ
わ澤
禎よ
し
ゆ
き行
医

師
が
着
任
し
ま
し
た
。

　
日
本
肝
臓
学
会
専
門
医
で
、
な
お

か
つ
総
合
内
科
専
門
医
で
あ
り
、
内

科
全
般
の
診
療
を
得
意
と
し
て
い
ま

す
。

▼
診
察
日
　
毎
週
木
曜
日
午
後
診

（
15
時
～
18
時
30
分
）

■
小
児
科
・
新
生
児
専
門
医
の
着
任

　
昨
年
の
11
月
か
ら
小
児
科
・
新
生

児
専
門
医
師
の
村む
ら
せ瀬
真ま
さ
の
り紀
医
師
が
着

任
し
て
い
ま
す
。

▼
診
察
日
　
毎
週
月
曜
日
9
時
～
12

時
、
15
時
～
17
時

■
専
門
外
来
の
お
知
ら
せ

　
市
民
病
院
で
は
、
こ
う
門
（
痔
）

疾
患
、
乳
腺
疾
患
の
外
来
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
肛
門
外
来
（
担
当
：
佐さ

の野
医
師
）

　
肛
門
疾
患
の
す
べ
て
に
対
応
し
、

患
者
さ
ん
に
負
担
の
少
な
い
や
さ
し

い
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ぼ
痔
も
切
ら
ず
に
注
射
で
一
泊

入
院
で
治
り
ま
す
。
翌
日
か
ら
普
段

通
り
の
生
活
が
で
き
ま
す
。

●
乳
腺
外
来
（
担
当
：
崔さ
い

医
師
）

　
乳
が
ん
は
ま
だ
ま
だ
他
人
事
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
乳
が
ん
だ
け
で
な
く
乳
腺
疾
患
の

す
べ
て
に
幅
広
く
対
応
し
た
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
房
に
異
常
を
感
じ
た
り
、
不
安

が
あ
り
ま
し
た
ら
乳
腺
外
来
に
ご
相

談
・
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
診
察
日
　
毎
週
水
曜
日
午
前
中

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
退
職
し
て
加
入
し
て
い
た
保
険
の

資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
就
職

に
よ
り
国
民
健
康
保
険
か
ら
他
の
保

険
に
変
更
と
な
っ
た
場
合
、
国
民
健

康
保
険
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

◎
加
入
の
場
合
　
健
康
保
険
資
格
喪

失
証
明
書
、
印
鑑

◎
喪
失
の
場
合
　
新
し
く
加
入
し
た

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

問
健
康
介
護
課
長
寿
介
護
係　

☎
㉒
７
１
２
４

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

☎
㉒
７
１
６
７

見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
機
関
を
募
集
し
ま
す

　
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

は
、
市
内
在
住
の
高
齢
者
な
ど
を
、

各
関
係
機
関
や
協
力
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
地
域
ぐ
る
み
で
速
や
か

に
発
見
・
保
護
し
、
そ
の
後
の
生
活

を
支
援
し
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
で
す
。
詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

お
よ
び
障
害
者
の
人
や
家
族
が
安
心

し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
見

守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
協
力

い
た
だ
け
る
市
内
の
団
体
や
企
業
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

11 2016. 4広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！



広報カメラマンフォト日記

2月27日に、相生小学校で市内4団体が環境につ
いて発表する「子ども環境会議」があり、同小3
年生14人が1年を通したカキの養殖体験を発表し
ました。種付けから加工工場の見学、カキ剥きな
ど牡蠣の生育について学んだ児童たちは、一人ひ
とりが考えたカキのキャラクターをつけて登場
し、相生の牡蠣の良さをアピールしました。

相生の宝「牡蠣」を発表
～カキのキャラクターも考案～

生きがいづくり、つながりづくりを目的とした社協主催
の「“定年後も輝く”オトコの生き方講座」が3月13日に
開催されました。「ちょっと御麺」の皆さんを講師に招き、
そば粉と小麦粉、水を混ぜる「水まわし」や麺棒で均一
に伸ばす「丸出し」など20人が体験。初めに鹿

か し ま

島茂
しげる

さん
が、「みんなで楽しく美味しくがモットーです」と説明。
参加者の頓

と ん ぐ う

宮正
ま さ ゆ き

之さんは、「麺棒で伸ばす時の力加減が難
しかったが、上手に出来た」と話しました。

自分で作るそばは格別の味
～最高級北海道産を使用～

3月11日に、雛の飾りをつけたあおば幼稚園80人が、青葉第一公園で雛の合
唱や論語の素読、読み聞かせやパン食い競争などで地域の人とお別れ会を行
いました。4月から小学生になる毛

も う り

利颯
そ う す け

介くんは、「パン食い競争が楽しかっ
た。メロンパンは友達と食べたい」と楽しそうでした。

最後の楽しい思い出作り
～公園までみんなで雛のお散歩～

「あいさつで　絆深まる　地域の輪」 122016. 4広報



2月25日に、市民会館で金ケ崎学園大学の学園祭があ
り、24期生から33期生が民謡やコーラス、劇などの
様々な催しで、練習の成果を披露しました。
会長の松

ま つ お

尾和
か ず よ し

義さんは、「今年で市民会館での学園祭
が最後になるので、何か恩返しがしたいと手作りの
くす玉を作りました。いい仲間に恵まれて楽しかっ
た」と感慨深く語ってくれました。

感謝の気持ちを舞台で表現
～市民会館で最後の学園祭～

本番を想定した総動員の訓練
～市民守るため関係機関の連携を強化～

2月28日に、相生市合同建物火災訓練があり、相生警察署、
県消防防災航空隊、相生消防署、消防団など約150人が矢
野小学校で訓練を行いました。1階家庭科室で出火し、付
近の部屋にも延焼が拡大した状況を想定。
指揮本部を設置し、消火活動すると同時に、屋上に避難し
た人を救助ヘリで救出し、連携を確認しました。

火災を想定した放水訓練

屋上に避難した人を救助ヘリで救出

3月15日に、那波中学校生徒会が市役所を訪問し、募
金活動で集めた義援金を日本赤十字社相生市地区長
の谷口市長に手渡しました。11日にマックスバリュ
相生南店で吹奏楽部の演奏とともに募金を呼びかけ、
約85,000円を集めました。生徒会長の荒

あ ら き

木龍
り ゅ う せ い

晟くんは、
「東北の復興を少しでも支援したいという気持ちで集

めました」と話しました。

被災地への思いを形に
～3.11に那中生徒会募金活動～

13 2016. 4広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！
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▶相生市文化会館公式 HP
　→ http://www.nagisa-
　　　　aioi-hyogo.com/

問
生
涯
学
習
課
文
化
会
館
担
当　

☎
㉓
７
１
１
８

相
生
市
文
化
会
館

　
　

～
扶
桑
電
通
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
～
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
4
月
2
日
㈯
に
開
館
し
ま
し
た

　
市
民
の
新
た
な
交
流
の
場
と
な

る
、
相
生
市
文
化
会
館
（
通
称
：
扶

桑
電
通
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
）
が
4
月
2

日
㈯
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
最
新
の
音
響
設
備
を
備
え
た
大

ホ
ー
ル
（
６
０
６
席
）
の
ほ
か
、
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
に
も
使
え
る
小
ホ
ー
ル
、

楽
器
の
練
習
に
最
適
な
ス
タ
ジ
オ
な

ど
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
芸
術
・
文
化
の
拠
点
、
元
気

と
に
ぎ
わ
い
の
発
信
地
と
し
て
最
大

限
活
用
し
、
市
の
活
力
上
昇
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
や
舞
台
な
ど
イ
ベ
ン

ト
も
多
数
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で

相
生
市
の
新
た
な
施
設
に
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
文
化
会
館
の
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す

　
市
内
在
住
、
在
学
・
在
勤
の
人
が

「
出
演
者
部
門
」
公
演
を
、「
芸
術
文

芸
部
門
」で
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は「
市
民
が
作
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
、
市
民
が
主
役
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

○
公
演
：
4
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰ 

9
時
30
分
～
18
時

○
作
品
展
示
：
4
月
13
日
㈬
～
18
日

㈪
9
時
～
22
時(

生
け
花
は
除
く)

※
16
日
は
調
理
室
で
ク
ッ
キ
ー
配

布
、
17
日
は
和
室
に
て
お
茶
席
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所
　
相
生
市
文
化
会
館
　
扶
桑

電
通
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

▼
開
館
記
念
テ
ー
マ「
誕
生
・
出
発
」

■
公
式
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
ま
し
た

　
会
館
で
行
う
公
演
情
報
や
お
知
ら

せ
を
情
報
配
信
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　

☎
㉓
７
１
４
４

相
生
市
社
会
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
民
の
意
見
を
施
策
に
反
映
し
、

市
民
に
よ
る
市
政
へ
の
参
画
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
下
記
の

と
お
り
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

○
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
20
歳

以
上
の
人

○
社
会
教
育
に
関
心
を
持
ち
、
平
日

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

○
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

で
な
い
人

○
本
市
の
職
員
ま
た
は
市
議
会
議
員

で
な
い
人

■
募
集
人
員
　

2
人

■
任
期
　
平
成
28
年
6
月
1
日
～
平

成
30
年
5
月
31
日

■
応
募
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、『
相
生
市
の
社
会
教
育
に

つ
い
て
』
と
題
し
た
作
文
（
原
稿
用

紙
８
０
０
字
程
度
）
を
添
付
し
、
生

涯
学
習
課
へ
提
出(

郵
送
可)

　
申
込
書
は
、
生
涯
学
習
課
と
公
民

館
に
備
え
て
い
ま
す
が
、
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
5
月
上
旬
に
面
接
に
よ
る

委
員
の
選
考
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
期
限
　

4
月
26
日
㈫

■
提
出
先
　
〒
６
７
８
︲
０
０
４
１

　
相
生
市
相
生
６
丁
目
１
番
地
１

　
相
生
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

問
子
育
て
支
援
室　

☎
㉒
７
１
７
５

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
4
月
か
ら
手
当
額
が
下
記
の
と
お

り
変
わ
り
ま
し
た
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
1
級
）

　
５
１
，５
０
０
円

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
2
級
）

　
３
４
，３
０
０
円

○
児
童
扶
養
手
当

　
４
２
，３
３
０
円
～
９
，９
９
０
円
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City topics

いきいき百歳体操　～活動グループ紹介～
問保健センター　☎㉒7168

　いきいき百歳体操は、イスに座って行うため幅広い
年齢層の人が取り組める筋力運動です。
　活動グループ数は市内25グループを超えました。運
動をはじめたいけど一人ではなかなか一歩を踏み出せ
ない人も心機一転、春からはじめる新たな運動習慣に
しませんか？
　近隣の人や、お友達と一緒にグループで取り組みま
しょう。

　どんな体操なのか実際に体験できる「体験講座」を
受講できますので、興味のある人は保健センターまで
ご連絡ください。受講対象は4人以上のグループとさせ
ていただきます。

　　健康ポイント制度に参加しましょう!!
　詳細は、広報あいおい折込チラシをご覧ください。

くるみ会（緑ケ丘）

・重りでよい効果が出ている。
・自然と足腰を動かすようになった。
・楽しく参加している。

ひまわり会（佐方）

・みんなでするからできる。
・身体が動きやすくなった。
・充実した生活になった。

問
徴
収
対
策
室　

☎
㉓
７
１
５
２

税
金
は
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い

■
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

　
市
税
等
は
、
納
期
内
の
納
付
が
原

則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
5
月
2
日
㈪
は
、
市
税
等
（
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
介
護
保
険

料
）
の
納
期
限
で
す
。
納
期
内
納
付

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
納
め
忘
れ
の

無
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
共
有
者
へ
の
督
促
状

の
送
付
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
を
納
期
限
内
に
納
付

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
共
有
者
全
員

に
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

■
土
地
・
建
物
の
所
有
者
死
亡
に
係

る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
相
続
登
記
未
手
続
の
場
合
、
代
表

相
続
人
届
出
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
そ
の
届
出
も
未
提
出
の
場

合
に
は
、
相
続
人
を
現
に
有
す
る
者

と
認
定
し
、
そ
の
者
に
固
定
資
産
税

の
納
税
通
知
書
等
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
納
付
が
な
け
れ
ば
、
差
押
な

ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
放
置
せ

ず
必
ず
納
付
相
談
を

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に

税
金
な
ど
を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
人
は
、
納
期
内
に
徴
収
対

策
室
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
滞
納
処
分

（
差
押
）
の
対
象
と
な
り
ま
す

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
税
金
を
納
付

し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、
督

促
状
を
発
送
し
ま
す
。
地
方
税
法
で

は
、『
督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完

納
し
な
い
と
き
』
は
『
滞
納
者
の
財

産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
』
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な

か
っ
た
場
合
、
本
来
納
め
る
べ
き
税

額
の
他
に
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た
延

滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
延

滞
金
の
率
は
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1

か
月
は
年
２
・
８
％
、
1
か
月
を
過

ぎ
る
と
年
９
・
１
％
に
な
り
ま
す
。
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�
リ
フ
ト
付
車
両
購
入
等
助
成
事
業

▼
対
象
　
次
の
①
②
の
ど
ち
ら
に
も

該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2

級
を
所
持
し
、
下
肢
ま
た
は
体
幹
機

能
障
害
に
よ
り
車
い
す
な
ど
を
使
用

し
て
い
る
在
宅
の
身
体
障
害
者
の

人
、
ま
た
は
そ
の
介
護
者
で
生
計
を

一
つ
に
す
る
人

②
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
要
件
で

あ
る
所
得
制
限
の
限
度
額
以
内
の
世

帯
に
属
す
る
人

▼
助
成
額
　
リ
フ
ト

な
ど
補
助
機
能
設
備

に
要
す
る
経
費
に
対

し
、
1
人
10
万
円
以

内

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

各
種
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《障
害
者
手
帳
に
つ
い
て
》

　
障
害
者
手
帳
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
）

・
療
育
手
帳
（
知
的
障
害
の
あ
る
人
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
精
神
障
害
の
あ
る
人
）

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
手
帳
も
申
請
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
社
会

福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

☎
㉒
７
１
６
７

�
身
体
障
害
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

▼
実
施
日
　
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜

日
　
13
時
30
分
～
15
時
ま
た
は
15
時

～
16
時
30
分

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
身
体
（
上

肢
・
下
肢
）
に
障
害
の
あ
る
人

▼
費
用
　
無
料

▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
2
階
機
能

訓
練
室

▼
実
施
内
容
　
理
学
療
法
士
に
よ
る

器
具
を
利
用
し
た
訓
練
と
自
宅
で
行

え
る
訓
練
の
指
導
な
ど

▼
申
込
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参

の
う
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
立
支
援
プ
ラ
ザ

相
生
（
☎
㉒
７
１
２
５
）
ま
で

��
心
身
障
害
児
（
者
）
歯
科
診
療
所

運
営
事
業

　
障
害
に
よ
り
一
般
の
歯
科
医
院
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
心
身

障
害
児
（
者
）
に
対
し
、歯
科
診
療
、

歯
科
健
診
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
身

体
障
害
児
（
者
）
お
よ
び
知
的
障
害

児
（
者
）

▼
実
施
場
所
　
相
生
・
赤
穂
市
郡
歯

科
医
師
会
（
赤
穂
市
中
広
２
６
７
　

赤
穂
市
総
合
福
祉
会
館
1
階
診
療

室
）

▼
申
込
　
初
診
の
人
は
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
窓

口
ま
で

※
診
察
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

�
相
生
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

▼
対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

で
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

※
施
設
入
所
者
は
除
く
。

※
本
人
ま
た
は
同
一
生
計
者
が
自
動

車
税
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
・
2
級
所

持
者
で
下
肢
、
体
幹
、
視
覚
、
内
部

障
害
の
人

②
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
の
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
1

級
の
人

▼
助
成
額
　

1
乗
車
に
つ
き
タ
ク

シ
ー
の
基
本
料
金
相
当
額
（
基
本
料

金
の
9
割
相
当
）
助
成
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る
必
要
が
あ
る
も
の

▼
助
成
額
　
車
両
購
入
費
用
の
う

ち
、
操
向
装
置
お
よ
び
駆
動
装
置
の

改
造
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
1
人

10
万
円
以
内

�
障
害
者
運
転
免
許
取
得
費
助
成
事
業

▼
対
象
　
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

①
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

②
道
路
交
通
法
第
99
条
第
1
項
に
規

定
す
る
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
い

て
技
能
を
修
得
し
、
第
1
種
運
転
免

許
の
う
ち
、
普
通
免
許
に
係
る
運
転

免
許
証
の
交
付
を
受
け
た
人

③
免
許
取
得
に
要
し
た
経
費
を
自
ら

の
負
担
で
指
定
自
動
車
教
習
所
に
支

払
い
を
し
た
人

▼
助
成
額
　
免
許
取
得
の
た
め
に
要

し
た
教
習
費
の
3
分
の
2
以
内
で
、

1
人
10
万
円
を
限
度

※
免
許
証
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら

1
か
月
以
内
に
申
請
が
必
要
で
す
。

�
障
害
児
福
祉
手
当

▼
対
象
　
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
が
必
要
な
20
歳
未
満
の

在
宅
の
人

※
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、
3
か

月
を
超
え
る
入
院
を
し
て
い
る
人
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
支
給
額
　
１
４
，６
０
０
円
／
月

�
重
度
心
身
障
害
者
介
護
手
当

▼
対
象
　
次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
65
歳
未
満
の
人
を
居
宅
で

介
護
し
て
い
る
人

①
6
か
月
以
上
常
時
寝
た
き
り
ま
た

は
同
様
の
状
態
に
あ
り
、
身
体
障
害

者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
の
人
、
ま

た
は
重
度
知
的
障
害
者
と
判
定
さ
れ

た
人

②
介
護
保
険
に
よ
る
家
族
介
護
手
当

事
業
の
支
給
対
象
に
な
ら
な
い
人

③
非
課
税
世
帯
で
過
去
1
年
間
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
人

④
非
課
税
世
帯
で
過
去
1
年
間
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人

⑤
過
去
1
年
間
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
市
民
税

課
税
世
帯
で
そ
の
所
得
割
額
の
合
計

額
が
16
万
円
未
満
の
人

※
短
期
入
所
利
用
日
数
が
7
日
以
内

の
人
は
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▼
支
給
額
　
①
②
③
10
万
円
／
年
、

④
⑤
5
万
円
／
年

�
特
別
障
害
者
手
当

▼
対
象
　
重
度
の
障
害
が
2
つ
以
上

あ
る
場
合
、
ま
た
、
そ
れ
と
同
程
度

の
著
し
い
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
が
必
要
な
20
歳
以
上
の

在
宅
の
人

※
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、
3
か

月
を
超
え
る
入
院
を
し
て
い
る
人
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
支
給
額
　
２
６
，８
３
０
円
／
月

�
重
症
心
身
障
害
者
福
祉
年
金

▼
対
象
　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
の
人
、
療

育
手
帳
A
判
定
の
人
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
2
級
で
か
つ
療

育
手
帳
B1
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
2
級
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
2
級
の
人

▼
支
給
額
　
①
②
２
，４
０
０
円
／

月
　
③
１
，６
０
０
円
／
月

��

軽
・
中
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費

等
助
成

　
補
聴
器
本
体
の
購
入
お
よ
び
耳
あ

て
の
交
換
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
①
～
④
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
人

②
保
護
者
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る

人③
身
体
障
害
者
手
帳
（
聴
覚
障
害
）

の
対
象
と
な
ら
な
い
人

④
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語
の

習
得
な
ど
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き

る
と
医
師
が
判
断
し
て
い
る
人

※
対
象
と
な
る
場
合
は
、
補
聴
器
な

ど
を
購
入
す
る
前
に
必
ず
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
自
動
車
改
造
費
助
成
事
業

▼
対
象
　
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2

級
を
所
持
し
、
上
肢
、
下
肢
ま
た
は

体
幹
機
能
障
害
ま
た
は
知
的
障
害

者
、
精
神
障
害
者

②
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
要
件
で

あ
る
所
得
制
限
の
限
度
額
以
内
の
世

帯
に
属
す
る
人

③
就
労
な
ど
に
伴
い
自
ら
が
所
有

し
、
運
転
す
る
自
動
車
の
操
向
装
置

お
よ
び
駆
動
装
置
の
一
部
を
改
造
す

※
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

羅
漢
の
里
・
ふ
る
さ
と
交
流
館

夏
期
利
用
申
込
に
つ
い
て

問
羅
漢
の
里
☎
㉙
０
９
０
０

問
ふ
る
さ
と
交
流
館
☎
㉙
１
０
１
０

　
7
月
20
日
㈬
～
8
月
31
日
㈬

の
施
設
利
用
に
限
り
次
の
と
お

り
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
対
象
施
設
　
羅
漢
の
里
（
コ

テ
ー
ジ
・
テ
ン
ト
村
）、
ふ
る

さ
と
交
流
館

▼
申
込
　

4
月
15
日
㈮
9
時
か

ら
使
用
料
を
添
え
て
各
施
設
へ

※
電
話
申
込
は
20
日
㈬
か
ら

子
ど
も
の
予
防
接
種

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　
定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
し
、

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
も
の
は
早

め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

※
ア
レ
ル
ギ
ー
や
基
礎
疾
患
な

ど
で
市
外
医
療
機
関
で
の
接
種

が
必
要
な
人
に
は
、依
頼
書
を
発

行
し
ま
す
の
で
、保
健
セ
ン
タ
ー

へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
、
接
種
回
数

な
ど
詳
細
は
、
相
生
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
27
、
28
ペ
ー
ジ
ま
た
は

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
講
座
（
前
期
）

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

▼
内
容
　
運
動
と
栄
養
や
口

腔
、
認
知
症
の
講
話
な
ど

▼
対
象
　
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
　

▼
日
時
・
場
所
　

5
月
～
9
月

月
1
回
9
時
30
分
～
11
時
30
分

（
全
5
回
）

①
矢
野
公
民
館
：
第
2
水
曜
日

②
西
部
公
民
館
：
第
3
金
曜
日

③
陸
公
民
館
：
第
4
水
曜
日

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
員
　
先
着
各
30
人
程
度

▼
申
込
　

4
月
18
日
㈪
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で

※
前
年
度
参
加
し
て
い
な
い
新

規
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

療
育
事
業
（
あ
す
な
ろ
園
）

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
㉒
７
１
６
７

①
あ
す
な
ろ
教
室

▼
内
容
　
保
護
者
同
伴
で
の
自

由
遊
び

▼
日
時
　
毎
週
水
・
金
曜
日
14

時
～
15
時
30
分

②
あ
す
な
ろ
園

▼
内
容
　
個
別
の
指
導
計
画
を

立
て
、
少
人
数
制
の
保
育

▼
日
時
　
毎
週
月
・
火
・
木
・

金
曜
日
9
時
30
分
～
11
時
、
14

時
45
分
～
16
時
15
分

※
金
曜
日
は
午
前
の
み

①
②
共
通
事
項

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
、
発
達

の
遅
れ
が
気
に
な
る
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
あ
す
な
ろ
園
の
午
後
の
療
育

は
子
ど
も
の
み

▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
3
階

あ
す
な
ろ
教
室

▼
参
加
費
　
無
料

※
材
料
費
負
担
の
場
合
あ
り

80
歳
到
達
者 

記
念
写
真
撮
影

問
健
康
介
護
課
長
寿
介
護
係

☎
㉒
７
１
２
４

　
今
年
80
歳
を
迎
え
ら
れ
る
人

（
昭
和
11
年
1
月
1
日
～
昭
和

11
年
12
月
31
日
生
ま
れ
の
人
）

に
、
無
料
で
記
念
撮
影
を
し
ま

す
。
対
象
者
に
は
、
5
月
中
旬

ま
で
に
各
民
生
委
員
よ
り
撮
影

希
望
調
査
を
し
ま
す
。

▼
撮
影
時
期
　

6
月
中
旬
よ
り

順
次
撮
影
予
定

▼
撮
影
場
所
　
各
地
区
公
民
館

な
ど

※
撮
影
希
望
者
に
は
、
事
前
に

撮
影
日･

時
間･

場
所
を
連
絡
し

ま
す
。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
級
講
座

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉓
２
６
６
６

▼
対
象
　
講
座
修
了
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
（
広
報
あ
い
お

い
の
録
音
な
ど
）
が
で
き
る
人

▼
日
時
　

5
月
11
日
㈬
か
ら
6

月
29
日
㈬
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

（
計
8
回
）
13
時
30
分
～
15
時

30
分

▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
3
階

３
０
２
研
修
室

▼
講
師
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ひ
び
き
の
会

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
　

4
月
20
日
㈬
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ

点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
級
講
座

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉓
２
６
６
６

▼
対
象
　
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
の
あ
る
人

▼
日
時
　

5
月
12
日
㈭
か
ら
6

月
16
日
㈭
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

（
計
6
回
）
13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
3
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
相
生
点
灯
会

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
　

4
月
22
日
㈮
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ

年
齢
別
グ
ル
ー
プ
活
動

問
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
８
３
１
３

▼
時
間
　
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー

▼
申
込
　

4
月
11
日
㈪
か
ら
子

育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

グループ名 対象 活動日（毎月）

マタニティー
H28.4.2以降生まれの乳
児の保護者、妊娠中の人

第1水・第3木曜日
☆初回4月21日㈭

うさぎ
（0歳児）

H27.4.2生～H28.4.1生ま
れの幼児とその保護者

第2水・第4木曜日
☆初回4月28日㈭

あひる
（1歳児）

H26.4.2生～H27.4.1生ま
れの幼児とその保護者

第1木・第3水曜日
☆初回4月20日㈬

コアラ
（2歳児）

H25.4.2生～ H26.4.1生ま
れの幼児とその保護者

第2木・第4水曜日
☆初回4月27日㈬
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information

◆バザーフェスタ◆
■内容　模擬店、バザーなど
■日時　5月21日㈯10時～16時
■場所　文化会館駐車場
◆作品展◆※2日間開催
■日時　5月20日㈮・21日㈯
　　　　10時～16時
■場所　文化会館中ホール

◆ふれあい寄席◆
■日時　5月21日㈯13時～15時30分
■場所　文化会館大ホール
■出演　桂文枝、西川のりお・上方よしお、
　　　　Wヤング　他
※ふれあい寄席にはチケットが必要。

チケットの販売は、法人各事業所、福祉
会館を予定。（前売2,000円、当日2,500円）

問ハートフルフェアー実行委員会
　　　　（みどり荘内）☎㉘ 1613

第17回　ハートフルフェアー

◆石見神楽◆
■日時　5月21日㈯
　　　　15時50分～17時
■場所　文化会館大ホール
■出演　佐野神楽社中

有
害
鳥
獣
捕
獲
期
間
中
の
事
故

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

問
農
林
水
産
課
農
林
水
産
係

☎
㉓
７
１
５
６

　
4
月
1
日
㈮
～
10
月
31
日
㈪

は
有
害
鳥
獣
捕
獲
期
間
で
す
。

　
期
間
中
、
山
間
部
で
は
、
狩

猟
者
も
入
山
者
も
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
、
狩
猟
に
よ
る
事

故
の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
無
用
の
入
山
は
控
え
る
。

◎
入
山
時
に
は
明
る
い
色
の
服

装
で
。
白
タ
オ
ル
は
鹿
と
間
違

わ
れ
や
す
い
の
で
注
意
を
。

◎
複
数
で
入
山
し
、
会
話
な
ど

で
存
在
を
知
ら
せ
る
。

相
生
中
部
の
史
跡
め
ぐ
り

問
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
㉓
２
９
６
１

▼
日
時
　

5
月
13
日
㈮
13
時

※
雨
天
中
止

▼
集
合
場
所
　
市
役
所
玄
関
前

▼
コ
ー
ス
　
市
役
所
→
歴
史
民

俗
資
料
館
→
高
取
旧
街
道
道
標

→
壺
根
金
毘
羅
神
社
→
壺
根
1

号
墳
→
壺
根
古
墳
群
→
市
役
所

（
帰
着
予
定
16
時
）
※
移
動
は

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
用

▼
定
員
　
先
着
20
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
参
品
　
水
筒

▼
申
込
　

4
月
15
日
㈮
か
ら
歴

史
民
俗
資
料
館
へ
（
電
話
可
）

相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

問
相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー　

☎
㉒
４
０
５
０

▼
対
象
　
概
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
日
時
　

5
月
10
日
㈫
13
時
30

分▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
1
階

１
０
１
研
修
室

5
月
5
日
～
11
日
は

　
　
　
　

児
童
福
祉
週
間
で
す

問
子
育
て
支
援
室
☎
㉒
７
１
７
５

　
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
。

○
平
成
28
年
度
児
童
福
祉
週
間

標
語
『
そ
の
笑
顔 

未
来
を
照

ら
す 

道
し
る
べ
』

せ
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど

▼
対
象
　
幼
児
・
小
学
生

▼
日
時
　

4
月
24
日
㈰
10
時
30

分
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
図
書
館
3
階

お
は
な
し
塾

問
図
書
館
☎
㉓
５
１
５
１

▼
対
象
　
児
童
文
学
に
関
心
の

あ
る
人

▼
日
時
　

5
月
12
日
㈭
、
6
月

9
日
㈭
、
7
月
14
日
㈭
、
8
月

18
日
㈭
、
10
月
13
日
㈭
、
11
月

10
日
㈭
、
12
月
8
日
㈭
、
1
月

12
日
㈭
、
2
月
9
日
㈭
、
3
月

9
日
㈭
10
時
30
分
～
12
時
・
13

時
～
15
時
※
単
回
の
参
加
可

(

午
前
の
み
・
午
後
の
み
も
可)

▼
場
所
　
図
書
館
3
階
お
は
な

し
の
へ
や

▼
講
師
　
図
書
館
司
書

▼
定
員
　
先
着
15
人
程
度

▼
申
込
　
図
書
館
へ
（
電
話
で

も
可
）

※
毎
月
、
課
題
図
書
あ
り
。

読
書
会

問
図
書
館
☎
㉓
５
１
５
１

　
5
月
の
課
題
図
書
は
「
樽
山

節
考（
深
沢
七
郎
／
著
）」で
す
。

必
ず
課
題
図
書
を
読
ん
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
7
月
以
降
の

課
題
図
書
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
　
大
人

▼
日
時
　

5
月
14
日
㈯
、
7
月

9
日
㈯
、
9
月
10
日
㈯
、
11
月

12
日
㈯
、
1
月
14
日
㈯
、
3
月

11
日
㈯
　
10
時
30
分
～
12
時

▼
場
所
　
図
書
館
3
階
視
聴
覚
室

▼
講
師
　
矢や

の野
美み

ほ穂
さ
ん
・
安や
す

政ま
さ

隆た
か
よ
し由
さ
ん

▼
定
員
　
25
人
程
度

▼
申
込
　
図
書
館
へ
（
電
話
で

も
可
）

読
み
聞
か
せ
実
践
講
座

問
図
書
館
☎
㉓
５
１
５
１

▼
対
象
　
学
校
な
ど
で
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
る
人
、
し
よ
う

と
し
て
い
る
人
。
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
に
関
心
の
あ
る
人
。

▼
日
時
　

5
月
18
日
㈬
、
7
月

20
日
㈬
、
10
月
19
日
㈬
、
12
月

21
日
㈬
、
2
月
15
日
㈬

10
時
10
分
～
12
時

▼
講
師
　
本
ほ
ん
じ
ょ
う條

与と
も
こ子

さ
ん
（
姫

路
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

▼
定
員
　
25
人
程
度

▼
場
所
　
図
書
館
視
3
階
聴
覚
室

▼
申
込
　
図
書
館
へ
（
電
話
で

も
可
）

図
書
館
通
信

『
子
ど
も
劇
場
』

お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
の
日

問
図
書
館
☎
㉓
５
１
５
１

▼
内
容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
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告

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

芸
術
文
化
活
動
助
成
団
体

問
生
涯
学
習
課
☎
㉓
７
１
４
４

▼
助
成
対
象
団
体
　
活
動
実
績

が
設
立
後
1
年
以
上
あ
り
、
音

楽
・
美
術
・
演
劇
・
舞
踊
な
ど

で
継
続
的
に
創
作
発
表
を
行
っ

て
い
る
団
体

▼
助
成
対
象
活
動
　
芸
術
性
・

文
化
性
を
備
え
、
市
内
ホ
ー
ル

な
ど
の
施
設
を
使
用
し
発
表
を

行
い
、
相
生
市
の
文
化
振
興
に

寄
与
す
る
事
業

▼
助
成
率
　

2
分
の
1

▼
助
成
限
度
額
　
10
万
円

※
予
算
額
を
超
え
る
と
き
は
、

減
額
し
て
決
定
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
申
込
　

4
月
11
日
㈪
か
ら
30

日
㈯
ま
で
に
申
請
書
を
生
涯
学

習
課
へ
提
出

放
課
後
子
ど
も
教
室 

教
育
活
動

サ
ポ
ー
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

問
生
涯
学
習
課
☎
㉓
７
１
４
４

　
授
業
終
了
後
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
で
、
子
ど
も
の
宿
題
を

習
慣
づ
け
た
り
、
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う

見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
　
地
域
の
人
、保
護
者
、

学
生
な
ど

▼
時
期
　

5
月
中
旬
か
ら
3
月

ま
で
の
週
に
2
～
3
回

※
月
1
回
か
ら
で
も
可

▼
時
間
　
授
業
終
了
後
か
ら
２

時
間
程
度

▼
実
施
校
　
相
生
小
、
青
葉
台

小
、
中
央
小
、
若
狭
野
小
、
那

波
小
、
双
葉
小
、
矢
野
小

※
い
ず
れ
か
1
校
で
も
可

▼
謝
礼
金
　
７
２
０
円
～
１
，

０
８
０
円
／
日

▼
申
込
　
生
涯
学
習
課
へ

※
雨
天
の
場
合
は
、
5
月
14
日

㈯
に
延
期

▼
場
所
　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
西
コ
ー
ス

▼
参
加
費
　
５
０
０
円
／
人

▼
申
込
　

4
月
22
日
㈮
17
時
ま

で
に
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え

て
市
民
体
育
館
窓
口
へ

弓
道
教
室

問
体
育
振
興
課
☎
㉓
７
１
７
０

▼
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
（
高
校
生
以
上
）

▼
日
時
　

5
月
7
日
㈯
か
ら
毎

週
土
曜
日
13
時
～
15
時
（
全
10

回
）

▼
場
所
　
市
民
体
育
館
弓
道
場

▼
定
員
　
先
着
5
人

▼
参
加
費
　
３
，０
０
０
円

▼
申
込
　
市
民
体
育
館
へ
（
随

時
）

夏
季
あ
そ
ぼ
う
る
（
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
大
会

問
体
育
振
興
課
☎
㉓
７
１
７
０

▼
対
象

①
女
性
の
部
（
中
学
生
以
上
の

女
性
で
構
成
）

②
男
性
の
部
（
中
学
生
以
上
の

男
性
で
構
成
）

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
30
歳
以

Ｊ
Ａ
あ
い
お
い
カ
ッ
プ
相
生
市
民

夏
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

問
体
育
振
興
課
☎
㉓
７
１
７
０

▼
内
容
　
個
人
戦
　
16
ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ

▼
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人

▼
日
時
　

5
月
7
日
㈯
9
時
開

会

上
の
男
女
各
1
人
と
小
学
生
2

人
で
構
成
）

▼
チ
ー
ム
編
成
　

4
人

▼
日
時
　

5
月
8
日
㈰
9
時

▼
場
所
　
市
民
体
育
館

▼
参
加
費

○
市
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム
・

登
録
チ
ー
ム
は
１
，０
０
０
円

／
チ
ー
ム

○
市
外
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム
は

２
，０
０
０
円
／
チ
ー
ム

○
そ
の
他
は
３
，０
０
０
円
／

チ
ー
ム

▼
申
込
　

4
月
28
日
㈭
ま
で

に
、
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え

て
市
民
体
育
館
窓
口
へ

春
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ア
（
無
料
）

問
体
育
振
興
課
☎
㉓
７
１
７
０

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
あ

そ
ぼ
う
る
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

ア
ジ
ャ
タ
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ボ
ー
ド
、
幼
児
用
遊
具
な

ど
各
種
の
用
具
を
開
放
し
ま

す
。

▼
日
時
　

5
月
14
日
㈯
9
時
30

分
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
市
民
体
育
館
競
技
場

▼
持
参
物
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

お詫びと訂正
　広報あいおい3月号に折り込みました、相生市民カ
レンダー 5ページに掲載している「まちなみガーデン
AIOI」の開催日に誤りがありましたので、お詫びし訂
正いたします。
　正しくは、5月13日㈮～16日㈪です。
　まちなみガーデンAIOIの詳細は、広報あいおい5月
号に掲載いたします。
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公民館では、市民を対象に、工夫を凝らしたさまざまな
講座を開催しています。地域を問わずご参加ください。
申し込みは、4月15日㈮から各公民館へ。

公民館名 日　時 行　事 定員 内　容

矢野
☎㉙0002

5月12日㈭
10時～12時 園芸教室 20人 春の寄せ植え作り。材料費：2,000円

申込締切：4月28日㈭

陸
☎㉒7803

5月17日㈫
10時～13時

イージークッキング
（簡単調理講座）【全9回】 16人 栄養バランスや季節感も取り入れた

簡単調理。（1回目）材料費：500円

若 狭 野 多
目 的 研 修
センター
☎㉘0001

5月19日㈭・26日
㈭、6月16日㈭・
23日㈭13時30分
～16時

アートフラワー教室
【4回コース】 15人

タンポポ・つくし・シクラメンを
使った春の寄せ植え作り。（4回で作
品を仕上げます）材料費：1,000円

相生
☎㉒7153

5月21日㈯、7月
1 6 日 ㈯ 、 9 月 1 7
日㈯、11月19日
㈯、1月21日㈯9
時30分～12時

子どもお菓子づくり教室
【5回コース】 8人

いろいろなお菓子を、自分で楽しく
手作りしてみませんか。対象：小学
生4年生以上　材料費：各500円

公民館だより

求人情報
看護師（平成28年度採用正規市職員） 看護師（臨時職員）

■職　　種　看護師・准看護師
■業務内容　看護業務（病棟・外来・訪問看護）
■募集人員　若干名
■応募資格　看護師・准看護師免許を有する人
■勤務時間　38時間45分／週
■賃　　金　日額8,260 ～ 12,000円
■手　　当　通勤・期末・時間外・特殊勤務
■加入保険　雇用・社会保険
■試験内容　面接による選考※採用年月日の相談可。
■応募方法　履歴書（写真添付）と看護師免許の写

しを市民病院へ持参または郵送※随時受付

■職 種　看護師
■採用予定人員　若干名
■応募資格　昭和46年4月2日以降に生まれ

た人（平成28年4月1日における満年齢が
45歳までの人）で、保健師助産師看護師
法に定める看護師免許を有する人（平成
28年取得見込み者含む。）

■試験内容　面接による選考（申込者の中
から試験により採用者を決定。採用年月
日の希望があれば相談可。）

■応募方法　履歴書（市販の用紙に自筆で
記入のうえ、写真添付）と看護師免許の
写しを市民病院へ持参または郵送

　※随時受付

市民病院では、看護師を募集しています。
お気軽にお問合わせください。 問相生市民病院　☎㉒7126

看護師のパート職員の募集もしています。勤務時間お
よび勤務形態については相談に応じます。
※訪問看護については、専任（パート職員）です。

広報21 2016. 4広報



広 

告

総合情報案内

死亡日 氏名（※敬称略） 年齢 住　　所
2/24 山

やました

下　寿
ひさかず

一 88 相生1丁目
2/26 別

べ つ い

井　照
て る よ

代 75 矢野町真広
3/2 阿

あ が

賀　艶
つ や こ

子 95 相生2丁目
3/2 小

お が わ

河　たず子
こ

87 青葉台
3/4 山

やまもと

本　 薫
かおる

92 佐方1丁目
3/5 舩

ふなもと

本　惠
け い こ

子 77 緑ケ丘2丁目
3/8 貞

さだひろ

廣　重
しげとし

利 84 旭2丁目
3/10 入

い り え

江　照
て る お

夫 80 相生1丁目
3/10 松

ま つ だ

田　美
み ち こ

智子 92 佐方1丁目
3/11 柴

し ば の

野　 薦
すすむ

85 那波本町
3/12 梶

か じ た

田　正
ま さ こ

子 92 大谷町
3/14 唐

もろこし

土　日
ひ で こ

出子 83 相生2丁目
3/15 西

に し だ

田　とみ江
え

101 矢野町森
3/16 半

は ん だ

田　 仁
ひとし

80 陸本町
3/18 松

ま つ き

木　利
としかず

一 75 若狭野町八洞
3/20 炭

す み だ

田　美
み ち よ

千代 92 千尋町

おくやみ ご冥福をお祈りします

問西播磨県民局県民活動支援課　☎�2341
平成28年度 地域づくり活動応援事業募集

　西播磨で活動する地域団体（自治会、婦人会、子ども
会など）が実施する、魅力ある地域づくりを目指した新
たな取り組みに対して、その経費の一部を助成します。
■助成金額　40万円以内
■申　　込　5月2日㈪までに西播磨県民局県民活動支 
　　　　　　援課へ

休日診療当番医（在宅当番医制）

4月
17日㈰ みどりクリニック ☎�6330
24日㈰ 半田中央病院 ☎㉒0656
29日㈮ 瞳クリニック ☎㉓7837

5月

1日㈰ 半田クリニック ☎㉒0068
3日㈫ しんりゅうクリニック ☎�6287
4日㈬ 相生市民病院 ☎㉒7126
5日㈭ 佐藤泌尿器科 ☎�6345
8日㈰ 栗尾整形外科 ☎㉓6666

（注）9時から17時までで急病患者に限ります。

休日・夜間の水道当番（緊急時のみ）

4月
11～20日 ㈲小林水道工業所

夜　☎㉒0223
昼　☎㉒0041

21～30日 テラモトコンストラクション㈱
夜　☎㉕1312
昼　☎㉔0066

5月
1～10日 ㈱山陽設備工業所

夜　☎㉘0360
昼　☎㉘0360

11～20日 赤松設備工業㈱
夜　☎㉓4121
昼　☎㉓4121

問都市整備課土木工務係　☎㉓7136

山手地下道線が開通しました

　4月1日に、相生駅東側の山手一丁目から国道2号を横
断して新幹線高架下までの間が、市道山手地下道線とし
て開通しました。
　この地下道は、国道2号4車線化に伴い、国土交通省が
相生駅北と駅南を歩行者などが安全に通行することを目
的として施工し、管理を相生市が引継いだものです。

健康　　情報
問保健センター　☎㉒7168

　筋肉量が少ないと免疫力や抵抗力が落ち、肺炎など
呼吸器の病気になる危険性が高まるため、筋肉量が少
ない高齢の男性は、死亡率が約2倍にあがるという厚労
省の調査結果があります。筋肉の量は、ケガや病気の
予防・回復に影響し、筋肉量が多いほど長生きできる
ことがわかってきました。

例えば・・・
①免疫細胞を活性化させる物質をつくる
②骨折や寝たきりを防ぐ
③インスリンに関係し糖尿病を左右する

　何歳になっても筋肉は増えます。増強の筋トレ＋維
持の有酸素運動の両方にチャレンジし、今から貯筋（筋
肉づくり）に努めましょう!!

保健師Y.M

得
健康に関する
お　 情報を
ご紹介!!

得

   筋肉量が少ないと
死亡率が 2 倍に上がる!?

入浴料 ５５０円 入浴料 ５５０円

H28．6．15H28．6．15
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相生市那波大浜町 44-20 ℡ 0791-22-2806

相生市陸本

キッチン

お菓子・和洋

楽しいイベント

本町 15-29 

－地域のお客様との fa

ンスタジオハリマ 
洋食のお料理教室を毎月開催。

トを企画して皆様をお待ちしてい

ＬＰガスのご用命から、灯油

のご相談まで、あらゆる生活

ace to face を大切に－ 

います。 

油・石油機器、住宅リフォーム

活のニーズにおこたえします。 

くらしの相談 予：要予約
相　談　名 日　時 場　所 問い合わせ

行政相談 4月20日㈬
13:30～15:00 総合福祉会館 総務課

☎㉓7126

弁護士による消費生活
相談

4月21日㈭
9:30～11:30 市役所3号館

地域振興課
☎㉓7130女性のための相談室

4月12日㈫
13:00～16:00 総合福祉会館

5月10日㈫
13:00～16:00 市役所3号館

消費生活相談 毎週月～金曜日
9:00～16:00 市役所3号館

知的障害者相談 4月28日㈭
9:30～12:00

総合福祉会館 社会福祉課
☎㉒7167身体障害者相談 5月1日㈰

10:00～12:00

精神障害者相談 5月14日㈯
13:30～15:30

もの忘れ相談 4月22日㈮
13:30～15:30 総合福祉会館

地域包括支
援センター
☎㉓7260

農地相談 5月10日㈫
13:30～15:30

農業委員会
☎㉓7140

あいおいっ子悩み相談
4月22日㈮
5月13日㈮
13:00～16:00 少年育成センター

☎㉓5070
教育相談 毎週㈫・㈭

13:00～16:00

弁護士による法律相談 4月16日㈯
5月7日㈯
9:00～12:00 総合福祉会館

社会福祉
協議会

☎㉓2666
ふれあい心配事相談 5月9日㈪

13:30～16:00

エイズ・肝炎相談 4月19日㈫
13:20～15:00

赤穂健康福祉事務所
☎㊸2321こころのケア相談 5月2日㈪

14:00～15:00

栄養相談 5月13日㈮
9:30～11:30

融資相談 5月6日㈮
13:00～16:00 商工会議所

☎㉒1234
新規創業相談
司法書士による法律相
談

5月10日㈫
13:00～16:00

市税などの納期限のお知らせ
問徴収対策室　☎㉓7152

納期限：5月2日㈪

☆市税などの納付は便利な口座振替で！
　手続きは各金融機関または徴収対策室へ
☆口座振替の方は、残高確認を!

・固定資産税（1期）
・介護保険料（1期）

交番 ( 駐在 ) 別 件数 死者 傷者
相 生 駅 前 7 0 9

那 波 野 2 0 2

中 央 通 11 0 15

丘 の 台 2 0 2

若 狭 野 6 0 7

矢 野 2 0 3

合計 30 0 38

人身交通事故発生件数（2月末累計）
問相生警察署　☎㉒0110

問保健センター　☎㉒7168
乳幼児健診のお知らせ

※詳しくは、市民カレンダー 25ページを
　ご覧ください。

・3歳児健康診査
　（H24年9月・10月生）
　4月26日㈫13:00 ～ 14:30受付

・1歳6か月児健康診査
　（H26年8月・9月生）
　4月19日㈫13:00 ～ 14:15受付

・2歳児歯科健康診査
　（H25年9月・10月・11月生）
　5月10日㈫13:15 ～ 14:15受付

今月号の表紙は、3月に自宅が完
成したばかりの宮内さん一家で
す。奥さんが相生市出身で、就

職してからずっと大阪に住んでいたのです
が、故郷で過ごしたいという想いが年を追
うごとに強くなっていました。市が定住施
策をしていることも追い風となり、お子さ
んの小学校入学を機に戻ってくることがで
きました。写真からご家族の温かさが伝わ
ってきますね。

集編
後 記

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予
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私の将来の夢

中
な か の

野 小
こ ゆ き

雪さん（中央小6年）

　私の将来の夢は、体の不自由な人や、認知症の人たちの介護を
する仕事に就くことです。
　4年生の時に、総合の学習で福祉について学びました。アイマス
ク体験や車いす体験をして「みんなの幸せ」について考えました。
　私の母は、介護の仕事をしています。母の仕事場に行った時、
体の不自由な人たちがご飯を食べていました。食事をとることに
苦労されている方に、優しく接している母の姿を見て、「私も介護
の仕事をしたいな。」「お母さんってすごいな。」と思いました。
　私も、学校や家で困っている人を見かけたら、自分から声をか
けて助けていきたいです。そして、将来お母さんのような介護福
祉士になりたいと思います。

●広報あいおいは再生紙を使用しています。

　市の人口・世帯数
＜平成28年2月末現在＞

　　　　　　　　　（　）は先月比

●世帯数　13,371世帯（+11）
●人　口　30,427人（-13）
　　　男　14,709人（-1）
　　　女　15,718人（-12）

　　出生18人　死亡30人
　　転入62人　転出63人

あいおいえんじぇるず

そらくん（Ｈ27.11.19生）
北
きたもと

本さん（若狭野町八洞）

毎日ニコニコ！パパとママに元気をあ

りがとう。すくすく大きくなってね！

まゆちゃん（Ｈ26.10.6生）
田
たな か

中さん（栄町）

いつもニコニコ、愛嬌たっぷり。

たくさんの笑顔をありがとう♪

概ね3歳までの子どもの写真（データ可）、氏名、生年月日、性別、住所、保
護者氏名、電話番号、一言を記入のうえ、郵送・メール・持参のいずれかの
方法でお申し込みください。（掲載月指定不可）問企画広報課秘書広報係

お子さんの写真を
　掲載しませんか？

My Dream

ぐらぐらの歯
−きかんぼのちいちゃいいもうと　その1−

☆★☆ おすすめの児童書 ☆★☆

　いたずら好きの小さな妹をめぐる日常を、姉
の目線から愛情をこめて描いています。物語の
舞台はイギリスですが、誰もが思い当たる出
来事が満載で、子どもだけでなく大人も楽し
めます。読み聞かせにも向いています。（全3巻）
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